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１．断層帯の概要とこれまでの主な調査研究 

 布田川・日奈久断層帯は，九州の阿蘇外輪山西側斜面から八代海南部まで北

東−南西方向に延びる断層帯である． 

 大谷（1927a,b）は，九州山地と八代海を地形的に境する斜面を日奈久断層崖

と呼び，これが阿蘇溶岩噴出後に形成され，水平運動を主としているとした．

渡辺・小野（1969）は，布田川断層を命名し，この断層によって高遊原（たか

ゆうばる）台地が傾動し，北側低下の変位を受けているとした． 

 千田（1978，1979）は，日奈久断層における河谷の右ずれ変位量や扇状地面

の上下変位量とその変位速度を求めた．熊本県（1996a,b）は，地形地質調査及

びトレンチ調査等を実施し，布田川断層の過去の活動履歴について検討を行っ

た．また，熊本県（1998a,b）は，日奈久断層でボーリング調査，トレンチ調査

等を行うとともに，八代海で音波探査及びコアリング等を実施した．原子力発

電技術機構（1996，1997，1998）及び下川・衣笠（1999）は，トレンチ調査等

を行うとともに，断層帯の活動履歴等を整理した． 

 国土地理院（1982，1984）及び原子力発電技術機構（1996）は，八代海で音

波探査を実施し，断層の位置を示すとともに，これらが完新世に活動している

ことを示した．また，千田ほか（1991）も八代海の南部で音波探査を実施し，

断層の活動度などを求めた． 

 活断層研究会（1980，1991），九州活構造研究会（1989）は，本断層帯を構成

する断層の位置や活動度などをとりまとめ，図示している．また，活断層の位

置を示した都市圏活断層図（池田ほか，2001，中田ほか，2001）や中田・今泉

（2002）が刊行されている． 

 以上の調査結果を受けて平成 14 年 5 月に公表された地震調査研究推進本部に

よる長期評価（地震調査研究推進本部地震調査委員会，2002）では，断層帯北

東部の最新活動時期は約 1,500 年前以後，約 1,200 年前以前と推定され，平均活

動間隔は約 11,000-27,000 年の可能性があるとされた．北東部が単独で活動する

場合，マグニチュード 7.2 程度の地震が発生すると推定され，そのような地震課

発生する確率は，今後 30 年以内でほぼ 0％とされた． 

 断層帯中部については２つの可能性（ケース）があるとされ，ケース１の最

新活動時期は約 7,500 年前以後，約 2,200 年前以前の可能性，平均活動間隔は約

3,500-11,000年の可能性があるとされた．またケース２の最新活動時期は約 8,000

年前以後，約 7,500 年前以前の可能性，平均活動間隔は約 7,000-14,000 年の可能

性があるとされた．中部が単独で活動する場合，マグニチュード 7.6 程度の地震
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が発生すると推定され，今後 30 年以内にそのような地震が発生する確率は，ケ

ース１の場合でほぼ 0-6％，ケース２の場合で 0.03-2％とされた． 

 断層帯南西部については，ケース１の最新活動時期は約 7,500 年前以後，約

2,200 年前以前の可能性，ケース２の最新活動時期は約 7,500 年前以後，約 1,300

年前以前の可能性，平均活動間隔どちらのケースでも不明あるとされた．南西

部が単独で活動する場合，マグニチュード 7.2 程度の地震が発生すると推定され

るが，今後 30 年以内にそのような地震が発生する確率は不明とされた． 

 

 

２．調査結果 

 今回の調査では，断層帯北東部にあたる熊本県益城町の田中地点においてト

レンチ調査を，断層帯中部にあたる熊本県城南町の鰐瀬地点でトレンチおよび

ピット調査を，宇城市の南部田地点においてボーリングおよびトレンチ調査を，

それぞれ実施した（図 1）．断層帯南部の範囲では調査は実施しなかった． 

 

（１）田中地点（トレンチ調査） 

 調査位置は，阿蘇-4 火砕流堆積物からなる丘陵を刻む浅い谷の出口にあたり

（図 2），平成 8 年に熊本県（1996）が掘削したトレンチの 20-30m 西方にあたる

（図 3）．熊本県（1996）のトレンチでは，阿蘇-4 火砕流堆積物とその上位の砂

礫層を変位させる明瞭な断層が観察されたものの，最上部の鬼界アカホヤ火山

灰層を挟む黒色腐植土層が断層変位を受けているかについては明確な証拠が得

られなかった．そこで，より新期の地層が堆積している可能性のある西側の用

地に，断層線の延長を横切るように 2 本のトレンチを掘削した．そのうち東側

のトレンチを A トレンチ，西側のトレンチを B トレンチとする． 

 トレンチ壁面のスケッチを図 4，5 に，A トレンチ壁面の写真を図 6 示す．ト

レンチ壁面には，阿蘇-4 火砕流堆積物とその二次堆積物，およびそれらを覆う

礫層・シルト層が露出し，双方のトレンチでそれらを切る明瞭な断層が観察さ

れた．断層面は高角度で，トレンチ壁面で観察する範囲では南に 70-80°傾斜し

ている．壁面に露出した地層は上位から A 層から E 層に区分した．A 層，B 層

はところどころにレンズ状の礫層を挟む礫混じりの淘汰の悪いほぼ無層理のシ

ルト層で，きわめて粘性が高い堆積物である． C 層やや連続性のよい中礫～大

礫からなる礫層，D 層は比較的淘汰のよいシルト層であるが A トレンチの北寄

りでは腐植質となり，最北部では黒色土壌層となる，E 層は阿蘇-4 火砕流堆積物
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とその二次堆積物である． 

 A トレンチでは，断層は B 層以下の地層を変位させ， A 層にほぼ水平に覆わ

れる．トレンチの東西両壁面において C 層は断層によって相対的に南側が上昇

する上下変位を受けており，西側壁面における C 層の基底および上面の上下変

位量は約 50cm である．一方 B トレンチでは，A トレンチの E 層に相当する阿蘇

-4 火砕流堆積物とその二次堆積物，シルト層および礫層が断層変位を受けてお

り，A 層に相当するシルト層に覆われているのが観察されたが，E 層の上位の D

層に対比される黒色腐植土層と断層との関係は直接確認できなかった．また D

層の上位の堆積物（A トレンチと対比ができないため，X 層とする）についても，

断層との関係は不明である．  

 なお，A トレンチの西側壁面では，断層の近傍において A 層と B 層の層相が

酷似しており，両者の境界および断層の上部延長との関係は不明瞭である．そ

こで，トレンチの埋め戻しの際に，西側壁面の断層近傍をさらに西へ 1.5m 程度

掘り増しを行った．その結果，断層は A 層下部の礫層に明瞭に覆われることが

確認された（図 7）． 

 堆積物から得られた試料の放射性炭素同位体年代測定の結果を表 2 に示す．

断層を覆う A 層からは 5350±40 yBP から 2010±40 yBP の年代値が，断層変位を

受けた B 層以下の地層からは 12470±50 yBP から 2360±40 yBP の放射性炭素年代

が得られた．しかしながら，これらのうち TA-E2，W4，W7，2C1，EC7，SC2，

E4，W2，W6，E5，E1，EC9 については，非常に微弱な腐植質シルト層を AMS

法によって計測したものであり，十分な信頼が得られないと考えられる．した

がって，断層の活動時期の議論には A 層に含まれる炭化木片から得られた年代

値と，十分な炭素を含有する D 層の黒色腐植土から得られた年代を用いること

にする．A 層の炭化木片からは 3 試料について年代値が得られている．しかしな

がら，トレンチ西側壁面については A 層と B 層の境界は不明瞭で，特に断層か

ら離れた位置から得られた TA-W1 については， 断層変位を受けている可能性も

否定できない．したがって，断層を覆う堆積物の年代として最も古い年代値は，

掘り増し部分から得られた 2180±40 yBP（TA-2C2；暦年で BC 360-180）である．

一方 D 層の黒色腐植土層から得られた年代値のうち最も新しい値は 10080±90 

yBP（TA-E6；暦年で BC 10140-9380）であることから，この地点での断層の活

動時期は約 12,000 年前以後，約 2,200 年前以前と推定される． 
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（２）鰐瀬地点（トレンチ調査・ピット調査） 

 断層帯中部の城南町鰐瀬付近では，断層のトレースはやや不明瞭となり，相

対的に西側隆起を示す低断層崖が段丘面上に断続的に認められるのみである．

調査位置は，断層を横切る沖積谷の内部にあたる．現在は圃場整備が行われ，

１枚の水田となっているが，1973 年撮影の 1/20,000 空中写真（国土地理院

KU-73-3X C1-15；図 8）では，段丘面上の低断層崖にほぼ連続する位置に，沖積

谷底を斜めに横切る北北東-南南西方向の土地境界（やや西側が高い）が認めら

れたため，この崖が低断層崖の可能性があると考え，この地点を調査地点とし

た． 

 トレンチ掘削に先立ち，まず断層位置を確認するため，用地の端から約 30m

にわたって 1m 程度の幅で溝掘りを行い，阿蘇-4 火砕流堆積物（もしくはその二

次堆積物）の上面の連続性を確認した．その結果，空中写真で認められた土地

境界の約 10m 東で阿蘇-4 火砕流堆積物を切る断層が観察され，その位置を中心

に A トレンチを掘削した．さらに A トレンチに現れた断層の南西延長上で B ト

レンチを，用地の北西寄りでピット（C ピット）を掘削した（図 9）． 

 A トレンチには，下部に非溶結の阿蘇-4 火砕流堆積物が，上部に圃場整備の

際の盛り土が分布し，それ以外の地層は，トレンチ北側壁面の東寄りに阿蘇-4

火砕流堆積物を覆う砂層がわずかに分布するのみである．断層は数条認められ，

いずれも高角度で北西に 60-80°傾斜している（図 10）．断層に沿っては阿蘇-4 火

砕流堆積物中の軽石が引き延ばされているのが観察される．阿蘇-4 火砕流堆積

物は，断層付近から東側では黒色のマトリックスに最大径 20cm 程度のよく発泡

した軽石を含むのに対し，西側ではマトリクスはやや砂質で一部に円磨された

軽石や礫を含んでいる．また断層の東側では細粒の火山灰からなる幅約 30cm の

砕屑岩脈が黒色の火砕流堆積物を貫いており，北側壁面ではその岩脈も断層変

位を受けているのが観察された． 

 B トレンチでは，トレンチ下部に比較的淘汰のよい礫層が，上部には軽石を多

く含む不淘汰な砂質の堆積物が分布する（図 11，12）．下部の礫層は阿蘇-4 火砕

流堆積物に特有の角閃石を含む軽石や黒曜石の礫を多く含み，特に軽石は円磨

されている．トレンチ最下部では成層構造が発達し，シルト質砂層を挟む．礫

層は全体に固結度が低く，特にトレンチ最下部の成層部分はきわめてルーズで

ある．一方，トレンチ上部の堆積物は，最大径 30cm 程度の発泡のよい軽石や種々

の礫を含む，無層理できわめて淘汰の悪い堆積物である．マトリクスは砂質で

非常に締まりがよく堅固である． 
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 断層は人工改変を受けた表土以外のすべての地層を切っており，断層面は高

角度で，南東に約 80°傾斜している．トレンチ下部の礫層中では，断層に沿って

礫の再配列が認められる．断層による上下変位量は，下部の礫層の上面，最下

部のシルト質砂を基準として 20-30cm 程度の南東側隆起を見積もることができ

るが，横ずれ変位量は不明である． 

 堆積物の年代については，トレンチ壁面からは放射性炭素同位体年代測定試

料は得られなかったが，下部の礫層が阿蘇-4 火砕流堆積物起源の礫を含むこと

から，阿蘇-4 火砕流堆積後に形成されたものであることは確実である．地形と

の関係を考えると，調査地点は沖積谷底に位置することから，B トレンチ下部に

現れた礫層は，その分布や固結度から見て，沖積谷底を埋積した堆積物の可能

性が指摘できる．仮にこの礫層を沖積谷底を埋積した礫層とすると，その上位

の不淘汰堆積物は沖積谷底形成後に堆積したことになり，火砕流直後の二次堆

積物ではなく，たとえば火砕流からなる斜面の崩壊等によってもたらされた堆

積物の可能性がある．またその場合，この地点における断層の活動時期は，沖

積谷底の埋積後となり，完新世である可能性がある．なお，この礫層と上位の

不淘汰堆積物の分布を確認するため，B トレンチを北西に延長するとともに，用

地の北西寄りの位置で C ピットを掘削した．B トレンチの延長部分では礫層お

よび不淘汰堆積物はほぼ水平に連続しているのが確認できたが，C ピットでは不

淘汰堆積物の基底まで掘削することができず，礫層の分布は確認できなかった．

ただし，A トレンチ掘削前に実施した溝掘りでは，C ピットと A トレンチの間

には礫層や顕著な不整合は確認されていないことから，礫層の分布は沖積谷底

全体には広がっていないものと考えられる． 

 

（３）南部田地点（ボーリング調査・トレンチ調査） 

 断層帯中部のうち姿婆神峠以南では，断層は明瞭な断層崖を伴って，八代平

野の東縁を限って直線状に延びる（図 13）．これまでの調査で，断層崖基部で掘

削された 3 本のボーリングにより，阿蘇-4 火砕流堆積物の上面に約 33m の高度

差が認められている（原子力発電技術機構，1998）．これに対し，このボーリン

グ地点の北約 1km の地点で行われた熊本県（1998）の群列ボーリングでは，阿

蘇-4 火砕流堆積物の上面は緩く西に傾いているのみで，断層はさらに西側を通

過するものと考えられる．したがって，熊本県の群列ボーリング地点の西側に

隣接する地点を今回の調査地点とした． 

 トレンチの掘削に先立ち，熊本県の群列ボーリング測線を延長する位置で 3
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本のボーリングを掘削した．その結果，B-A 孔と B-C 孔の間で，阿蘇-4 火砕流

堆積物の上面に約 20m の高度差が確認された．ボーリングコアの阿蘇-4 火砕流

堆積物は上部に赤色風化相を伴っていたことから，堆積物の上面が大きく削り

込まれておらず，この高度差がほぼ断層変位を示していると考えられたことか

ら，両ボーリング孔の間でトレンチを掘削することとした．ただし，用地の関

係から，トレンチ壁面はボーリングを結ぶ線と斜交する位置に設定した（図 14）． 

 トレンチ壁面のスケッチを図 15 に，壁面の写真を図 16 に示す．トレンチ壁面

に現れた地層は上位から I 層～VIII 層に区分した．これらのうち Ib 層はチャネ

ルを構成する砂礫層，IIa 層は粘土質の土壌，VIb 層および VII 層が扇状地成の砂

礫層，で，それ以外は低湿地に堆積したと考えられる礫混じりのシルトないし

粘土層である．IIIa 層，Va 層，VIa 層の上部，VIII 層は腐植質で，特に VIII 層は

砂層を挟む黒色の腐植土層である． 

 トレンチ壁面には明瞭な断層は観察されなかったが，IIIa 層以下の地層は全体

に西に傾斜して分布しており，断層による傾斜変形を受けているものと考えら

れる．なお IIIa 層は無層理のシルト層であるが，IIIb 層と一連の堆積物でありそ

の上部が腐植化したものと考えられることから，IIIa 層についても傾斜変形を受

けているものと推定される．これに対し，北側壁面で VI 層および Vb 層を覆っ

て分布する IIc 層は，基底面がわずかに西に傾斜しているものの，明らかに下位

層の傾斜より緩く，両者の間には傾斜不整合が認められる．さらに，南側壁面

でチャネルを形成する Ib 層の上面はほぼ完全に水平である． 

 堆積物から得られた試料の放射性炭素同位体年代測定の結果を表 3 に示す．

傾斜変形を受けた IIIa 層からは，9770±50 yBP（MB-S2；暦年で BC 9280-9230）

および 11070±60 yBP（MB-S3；暦年で BC 11130-10950）の年代値が得られた．

一方，IV 層および V 層を傾斜不整合で覆う IIc 層からは 3620±40 yBP（MB-N1；

暦年で BC 2030-1930），ほぼ水平に分布する Ib 層からは 1870±40 yBP（MB-S1；

暦年で AD 80-210）の年代値が得られた．したがって，この地点での断層の活動

時期については，約 11,000 年前以後，約 3,900 年前以前に少なくとも１回の断層

活動があり，約 1,800 年前以後には断層活動はなかったと推定される．なお，図

17 に示す断面図において，年代測定結果に基づいてトレンチ壁面の地層とボー

リングコアを対比すると，トレンチの IIIa 層が B-A 孔の深度 2.14-2.52m の腐植

土層に，Va 層が深度 2.14-2.52m の腐植土層に 3.71-4.50m の腐植質シルト層に，

さらに VIa 層上部が深度 5.20-5.60ｍの腐植土層に，それぞれ対比できる可能性

がある．その場合，VIa 層上面を基準として少なくとも約 4m の上下変位が見積
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もられる．また，平均変位速度については，熊本県（1998）によるボーリング

の結果も考慮すると，阿蘇-4 火砕流堆積物の上面に約 18m の上下変位が認めら

れることから，上下方向で約 0.2m／千年と見積もることができる． 

 

 

３．まとめ 

 ３．１ 断層帯の位置及び形態 

（１）断層帯を構成する断層 

 活断層研究会編（1991）によれば，北東から順に北向山断層，布田川断層，

木山断層，北甘木断層，高野断層，白旗断層，日奈久断層などからなる．地震

調査研究推進本部地震調査委員会（2002）では，断層帯全体を北東部，中部，

南西部に区分している．吉岡ほか（2005）は断層形状から「布田川活動セグメ

ント」，「御船活動セグメント」，「池の原活動セグメント」，「八代活動セグメン

ト」，「水俣沖活動セグメント」に区分している． 

 

（２）断層面の位置・形状 

 断層位置に関しては，地震調査研究推進本部地震調査委員会（2002）の評価

結果を変更するような資料は得られていない．地表付近の断層面の傾斜につい

ては，田中トレンチおよび鰐瀬 B トレンチでは高角度で南東に傾斜している断

層面が，鰐瀬 A トレンチでは北西に傾斜している断層面が観察されている．ま

た南部田地点のボーリングおよびトレンチ調査の結果からは，断層面は地下約

30m までほぼ垂直であることが推定される． 

 

（３）変位の向き 

 変位地形の特徴から右横ずれ変位を主体とすると考えられる．上下変位の方

向は，断層帯北東部の大部分は南東側隆起，断層帯中部の沙婆神峠以南では南

西側隆起を示す地形が顕著であるが，中部の沙婆神峠以北では上下変位を示す

顕著な変位地形は発達しない．この範囲では部分的であるが段丘面に北西側隆

起を示す変位地形が見られることから，やや北西側隆起の変位成分を有してい

る可能性がある．  
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 ３．２ 断層帯の過去の活動 

（１）平均変位速度 

 地震調査研究推進本部地震調査委員会（2002）は，断層帯北東部の平均変位

速度を右横ずれ成分で 0.2m／千年程度，上下成分で 1.0m／千年以下，断層帯中

部の平均変位速度を右横ずれ成分で 0.7m／千年程度，上下成分で 0.2-0.5m／千

年程度と評価した．今回の調査結果としては，中部の南部田地点でのボーリン

グ調査での阿蘇-4 火砕流堆積物上面の変位から 0.2m／千年の値が得られており，

地震調査研究推進本部地震調査委員会（2002）の評価結果と矛盾しない．  

 

（２）活動時期 

 田中地点のトレンチ調査結果，断層の最新活動時期は約 12,000 年前以後，約

2,200 年前以前と推定された．また，南部田地点のトレンチ調査の結果からは，

約 11,000 年前以後，約 3,900 年前以前に少なくとも１回の断層活動があり，約

1,800 年前以後には断層活動はなかったことが推定された．鰐瀬地点については

完新世に活動している可能性が指摘できるが，詳細な活動時期は限定できなか

った．なお，地震調査研究推進本部地震調査委員会（2002）の評価では，断層

帯北東部の高木地点での最新活動時期は約 1,500 年前以後，約 1,200 年前以前，

中部の栫地点での最新活動時期は約 8,000 年前以後，約 2,200 年前以前と推定さ

れている．また中部の高塚 B 地点については，最新活動時期は約 13,000 年前以

後，約 7,500 年前以前に限定できるか，あるいは副次的な断層であるためこの地

点では最新活動時期は限定できない可能性があるとされている． 

 

（３）１回の変位量 

 今回の調査では地震調査研究推進本部地震調査委員会（2002）の評価結果を

変更するような資料は得られていない． 

 

（４）活動間隔 

 次項で述べるように，断層帯の最新活動時の活動区間を見直す必要が生じた

が，この区間設定次第で異なる活動間隔が導かれる． 

 

（５）活動区間 

 今回の調査結果の結果を記入した地図と，活動履歴の時空分布図を図 18，図

19 に示す．地震調査研究推進本部地震調査委員会（2002）の評価では，断層帯
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北東部の高木地点での最新活動時期は約 1,500 年前以後，約 1,200 年前以前と推

定されているが，今回の調査で同じ北東部に位置する田中地点で同時期の活動

がなかったと推定された．また，中部の南部田地点においても同時期の活動は

なかったと推定された．したがって，断層帯北東部および中部については，最

新活動時期からは少なくとも 3 つの区間に分かれると考えられ，断層帯の区分

を見直す必要がある．ただし，高木地点の最新活動時に活動した範囲について

は具体的な資料はない． 

 吉岡ほか（2005）では，断層帯の分布形状から，布田川活動セグメント，御

船活動セグメント，池の原活動セグメント，八代活動セグメント，水俣沖活動

セグメントに区分しているが，この区分では高木地点と南部田地点がともに御

船活動セグメントに属すことになるため，活動セグメント区分の再検討が必要

である．御船活動セグメント中部の甲佐町白旗から城南町鰐瀬付近で特に断層

トレースが不明瞭で断続的となることから，この付近が活動セグメント境界に

なる可能性がある． 

 

 

（調査担当：吉岡敏和） 
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図 表 

 

表 1 布田川・日奈久断層帯のまとめ 

 

表 2 田中地点における放射性炭素同位体年代測定結果 

 

表 3 南部田地点における放射性炭素同位体年代測定結果 

 

 

図 1 布田川・日奈久断層帯（南西部海域を除く）と調査位置 

 国土地理院発行 1/200,000 地勢図「熊本」「八代」を使用． 

 

図 2 田中地点周辺の地形 

 国土地理院発行 1/25,000 地形図「健軍」を使用． 

 

図 3 田中地点のトレンチ調査位置実測図 

 

図 4 田中 A トレンチのスケッチ 

 

図 5 田中 B トレンチのスケッチ 

 

図 6 田中 A トレンチ東側壁面の写真 

 

図 7 田中 A トレンチ掘り増し部のスケッチ 

 

図 8 鰐瀬地点周辺の空中写真 

 国土地理院 KU-73-3X，C1-15 を使用． 

 

図 9 鰐瀬地点のトレンチ調査位置実測図 

 

図 10 鰐瀬 A トレンチのスケッチ 

 

図 11 鰐瀬 B トレンチのスケッチ 
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図 12 鰐瀬 B トレンチ南西側壁面の写真 

 

図 13 姿婆神峠～南部田地点周辺の地形 

 国土地理院発行 1/25,000 地形図「松橋」を使用． 

 

図 14 南部田地点のトレンチおよびボーリング調査位置 

 

図 15 南部田トレンチのスケッチ 

 

図 16 南部田トレンチ南側壁面の写真 

 

図 17 南部田地点のボーリング柱状断面図とトレンチスケッチの投影図 

 

図 18 布田川・日奈久断層帯の調査結果 

 

図 19 布田川・日奈久断層帯の活動履歴の時空分布図 
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表１　布田川・日奈久断層帯のまとめ

従来評価 今回調査を含めた結果 備考
１．断層帯の位置・形態

（１）断層帯を構成する断層 北東部
北向山断層，布田川断層，木山断層，
北甘木断層，高野断層，（白旗断層）等

中部
（白旗断層），日奈久断層，蕨野-出春
（断層），新開-坂谷（断層），小浦-今泉
（断層），波田島-外平（断層）

南西部
八代海海底断層群

北向山断層，布田川断層，木山断層，
北甘木断層，高野断層，白旗断層，日
奈久断層，蕨野-出春（断層），新開-坂
谷（断層），小浦-今泉（断層），波田島-
外平（断層），八代海海底断層群

断層帯の区分は見直す必要あり

（２）断層帯の位置・形状

　地表における断層帯の位置・形状

　　断層帯の位置（両端の緯度・経度）全体
（北東端）北緯32°52’，東経130°59’
（南西端）北緯32°13’，東経130°15’

北東部
（北東端）北緯32°52’，東経130°59’
（南西端）北緯32°42’，東経130°47’

中部
（北東端）北緯32°42’，東経130°47’
（南西端）北緯32°21’，東経130°29’

南西部
（北東端）北緯32°21’，東経130°29’
（南西端）北緯32°13’，東経130°15’

（北東端）北緯32°52’，東経130°59’
（南西端）北緯32°13’，東経130°15’

断層帯の区分は見直す必要あり

　　長さ 全体　約101km
北東部　約27km
中部　約47km
南西部　約27km

約101km 断層帯の区分は見直す必要あり

　地下における断層面の位置・形状 地表での長さ・位置と同じ 地表での長さ・位置と同じ 変更なし

　　上端の深さ 0km 0km 変更なし

　　一般走向 全体　N40°E
北東部　N50°E
中部　N40°E
南西部　N40°E

全体　N40°E
北東部　N50°E
中部　N40°E
南西部　N40°E

断層帯の区分は見直す必要あり

　　傾斜 地表近傍では高角 地表近傍では高角 変更なし

　　幅 不明 不明 変更なし

（３）断層のずれの向きと種類 左横ずれ断層（北部では北東側隆起，
南部では南西側隆起を伴う）

左横ずれ断層（系統的な上下変位成分
は確認できない）

２．断層の過去の活動

（１）平均的なずれの速度 北東部
0.2m／千年程度（右横ずれ成分）
1.0m／千年以下（上下成分）

中部
0.7m／千年程度（右横ずれ成分）
0.2-0.5m／千年程度（上下成分）

南西部　不明

北東部
0.2m／千年程度（右横ずれ成分）
1.0m／千年以下（上下成分）

中部
0.7m／千年程度（右横ずれ成分）
0.2-0.5m／千年程度（上下成分）

南西部　不明

断層帯の区分は見直す必要あり

（２）過去の活動時期 北東部
活動１（最新活動）
　約1500年前以後，約1200年前以前
活動２
　約28000年前以後，約23000年前以前

中部
ケース１とケース２で異なる（詳細は省
略）

南西部
ケース１とケース２で異なる（詳細は省

田中地点を含む区間
活動１（最新活動）
　約12000年前以後，約2200年前以前
活動２
　約28000年前以後，約23000年前以前

南部田地点を含む区間
　約11000年前以後，約3900年前以前に
少なくとも１回の活動
　約1800年前以後は活動なし

トレンチ調査結果による

（３）１回のずれの量と平均活動間隔

　１回のずれの量 北東部　2m程度

中部
3m程度の上下方向のずれとそれ以上
の量の右横ずれ（横ずれ量は不明）

南西部　不明

高木地点を含む区間
　2m程度

栫地点を含む区間
　3m程度の上下方向のずれとそれ以上
の量の右横ずれ（横ずれ量は不明）

数値は変更なし

　平均活動間隔 北東部　約11000-27000年

中部
　ケース１　約3500-11000年
　ケース２　約7000-14000年

南西部　不明

活動区間の区分による

（４）過去の活動区間 北東部，中部，南西部の3区間

表 1　布田川・日奈久断層帯のまとめ．
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南
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約1500-1200年前
　に最新活動

約8000-2200年前
に最新活動

約7500年前以後
活動なし？？

約7500-1300年前
に最新活動

田中地点

鰐瀬地点

南部田地点

0 10km

図１　布田川・日奈久断層帯（南西部海域を除く）と調査位置
　　　国土地理院発行1/200,000地勢図「熊本」「八代」を使用．

図 1　布田川・日奈久断層帯（南西部海域を除く）と調査位置．国土地理院発行 1/200,000
地勢図「熊本」「八代」を使用．



調査地点

0 1km

図２　田中地点周辺の地形
　　　国土地理院発行1/25,000地形図「健軍」を使用．

図 2　田中地点周辺の地形．国土地理院発行 1/25,000 地形図「健軍」を使用．



田中Aトレンチ

田中Bトレンチ

既存トレンチ
(熊本県，1996）

水
路

T-2

T-1

0 4 12 m

熊本県（1996）によるボーリング調査位置

断層面

Ｎ

納骨堂

道路

出入口

皆乗寺

図３　田中地点のトレンチ調査位置実測図

図 3　田中地点のトレンチ調査位置実測図．
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図 6　田中 A トレンチ東側壁面の写真．
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調査地点

鰐瀬 土鹿野

図８　鰐瀬地点周辺の空中写真
　　　国土地理院　KU-73-3X，C1-15を使用

図 8　鰐瀬地点周辺の空中写真．国土地理院　KU-73-3X，C1-15 を使用．



鰐瀬Bトレンチ

0 5 15 m

断層面

鰐瀬Aトレンチ

鰐瀬Cピット

水路

水路

水
路

道路

道路

水田

Ｎ

図９　鰐瀬地点のトレンチ調査位置実測図

図 9　鰐瀬地点のトレンチ調査位置実測図．



1
0

9
8

7
6

5
4

3
2

1
0

9
8

7
6

5
4

3
2

比 高 (m
) 01 -
1

-
2

Ｗ
Ｅ

0
1

2
3
 m

比高(m
)

0 1-
1

-
2

【
北

側
壁

面
】

【
南

側
壁

面
】

f.
 N

4
8
°

E
 6

2
°

W

f.
 N

1
8
°

E
 7

2
°

W

標
高

2
3
.6
0
m

f.
 N

3
4
°

E
8
4
°

W

f.
 N

4
6
°

E
 7

4
°

W
f.
 N

5
2
°

E
 7

2
°

W

礫
質

礫
質

図
1
0
　

鰐
瀬

A
ト

レ
ン

チ
の

ス
ケ
ッ
チ

シ
ル
ト
質

岩
脈
（
暗
緑
黄
色
）

黒
色

火
砕

流

破
砕

部
（
粘

土
化
す
す
む
）

A
so
-
4
火
砕
流
堆
積
物
Ⅰ

断
層

面

表
　
土

黒
色

土
壌

（
耕
作
土
）

盛
土

茶
褐

色
土

壌

A
so
-
4
火
砕
流
堆
積
物
Ⅱ

褐
色

火
砕

流

暗
桃

色
火

砕
流

灰
色

火
砕

流

風
化

・
破

砕
部
（
粘
土
化
す
る
）

砂
砂
　
層

旧
土
壌
？

図
10

　
鰐

瀬
A
ト

レ
ン

チ
の

ス
ケ

ッ
チ

．



1
0

9
8

7
6

5
4

3
2

1
0

9
8

7
6

5
4

3
2

比 高 (m
) 01 -
1

-
2

Ｗ
Ｅ

0
1

2
3
 m

比高(m
)

0 1-
1

-
2

1
1
1

1
2

1
3

1
1

1
2

1
3

1

【
北

東
側

壁
面

】

【
南

西
側

壁
面

】

f.
 N

4
2
°

E
 8

0
°

E

f.
 N

6
2
°

E
 8

2
°

E

標
高

2
3
.6
0
m 図

1
1
　
鰐
瀬

B
ト
レ
ン
チ
の
ス
ケ
ッ
チ

シ
ル
ト
質

砂
層

礫
層

Ⅱ

礫
層

Ⅰ
軽

石
質

な
砂

礫

礫
混

じ
り
砂

風
化

・
破

砕
変

質
部

断
層

面

表
土

黒
色

土
壌

（
耕

作
土

）

盛
土

礫
混

じ
り
砂

状

砂
礫

シ
ル
ト
質

砂

砂
礫

図
11

　
鰐

瀬
B
ト

レ
ン

チ
の

ス
ケ

ッ
チ

．



図12　鰐瀬Bトレンチ南西側壁面の写真
図 12　鰐瀬 B トレンチ南西側壁面の写真．
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図16　南部田トレンチ南側壁面の写真
図 16　南部田トレンチ南側壁面の写真．
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約1500-1200年前
　に最新活動

約8000-2200年前
に最新活動

約7500年前以後
活動なし？？

約7500-1300年前
に最新活動

約12000-2400年前
に最新活動

完新世に最新活動？

約11000-3900年前に活動
約1800年前以後活動なし？

1,500-1,200年前の活動は
狭い範囲に限られる可能性？？

？

？

0 10km

図18　布田川・日奈久断層帯の調査結果
図 18　布田川・日奈久断層帯の調査結果．



図 19　布田川・日奈久断層帯の活動履歴の時空分布図．


